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はじめに

　核家族化等育児を取り巻く環境は大きく変化し、
育児中の親への負担が大きくなっている。親の精神
的健康状態を良好に保つことは親だけでなく、子ど
もの健全な成長発達のためにも重要である。育児中
の親の精神的健康状態に関しては、主に母親を対象
に数多くの調査が行われている１）～４）。そして最近
では、育児のパートナーである父親に着目した研究
もあり、父親も外では仕事、家庭では育児と大きな
ストレスを抱えながら生活をしていることが報告さ
れている５）、６）。しかし、ほとんどの報告は母親、父
親の一方に焦点をあてて調査したものであり、夫婦
双方を対象として育児や精神的健康状態等について
調査したものは少ない。育児は夫婦で協力して行っ
ていくものであれば、育児を行っている父親、母親

の双方を対象として精神的健康状態に関する調査を
行うことも重要と考える。
　精神的健康状態はストレスによる影響を受けるこ
とから、父親、母親が感じる日常生活でのストレス
の特徴を明らかにし精神的健康状態との関連を検討
することは、育児中の親の精神的健康を良好に保つ
ための支援を考える上で重要と考える。また、自身
や配偶者が行っている育児をどのように評価してい
るのかも精神的健康状態に影響を与える７）。
　そこで今回、精神的健康状態の測定として様々な
ライフサイクルの健康集団を対象とした調査に使用
され、信頼性、妥当性が認められている Zung自己
評価式抑うつ尺度（以下SDSと略す）を用いて、父親、
母親の抑うつ状態および日常生活でのストレスの有
無や育児に対する評価について調査を行った。

保育園児をもつ親のストレスと抑うつ症状の検討
－父親と母親の比較－

岡本絹子

A study on stress and depressive symptoms in parents of nursery school children

― A comparison between fathers and mothers―

Kinuko OKAMOTO

要 　　旨

　保育園に通う子どもをもつ父親、母親を対象として、抑うつ状態や日常生活でのストレスについて調
査を行った。その結果、以下の点が明らかになった。
１．日常生活でのストレスを比較してみると、父親が有意に高かった項目は「仕事」のみであったが、
母親が高かったのは「育児や家事」、「夫や近所との付合いの負担」、「仕事と家庭の両立の負担」であった。

２．SDS得点の平均点は、父親よりも母親の方が高かった。
３．SDS得点へ影響する有意な要因として、父親では日常生活でのストレスのうち「家事の負担」、「育
児」、「仕事」が、母親では「親としての自信」、「夫の家族や近所との付合いの負担」、「仕事と家庭の
両立の負担」が認められた。
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研究方法

１．対象および方法

　2005年 10月に A市内２か所の保育園に子どもを
預けている父親と母親を対象に実施した。保育園長
に研究の趣旨を説明し了解を得た後に、保育園を通
して調査票を配布し、保育園で回収してもらった。
対象数は 287組、回収数は 177組（回収率 61.7%）、
このうち父母の回答の揃った 145組を有効回答とし
た（有効回答率 50.5%）。

２．調査項目

　調査内容は、父親と母親の属性（年齢、職業、家
族構成、子どもの数、自覚的健康状態等）、抑うつ
症状、日常生活でのストレスの有無、育児への係わ
り方に対する意識・評価（育児に対する役割意識、
親としての評価等）である。
　抑うつ症状の測定には SDSを用い、SDSの合計
得点を SDS得点とした。これは 20項目の抑うつ症
状に対する 4段階の回答を重い順に４～１点で得点
化したもので、得点が高いほど抑うつ症状が強いと
されている。SDSはうつ病の重症度評価のために
開発されたものであるが、健康集団の精神的健康を
測定する指標としても有効とされ、様々なライフサ
イクルにある対象の精神的健康度の評価にも用いら
れている８）～ 11）。
　日常生活のストレスの有無は、「仕事がうまくい
かない」、「自分の時間が持てない」、「育児が思うよ
うにいかない」等の 10項目について、「よくある」、
「時々ある」、「たまにある」、「ほとんどない」の 4
段階で回答を求め、4～１点で得点化した。また、
10項目の合計を日常生活ストレス得点とした。
　育児への関わり方に対する評価のうち、「育児に
関わる時間」と「育児に対する熱意」については「十
分」、「まあ十分」、「やや不十分」、「不十分」の 4段
階で自身と配偶者について尋ね、４～１点で得点化
した。また、親としての評価は、自身および配偶者
の親としての得点を 100点満点中で求めた。

３．分析方法

　データの処理については統計解析ソフト SPSS

（Ver.11.5）を用いた。父親と母親における SDS得
点との関連を Personの積率相関係数ならびにχ２検
定、t検定により検討した。次に、SDS得点を従属
変数とし、日常生活でのストレス、育児に対する意
識・評価に関する 12変数を独立変数として重回帰
分析を行った。

４．倫理的配慮

　本研究の調査に先立ち、保育園長に研究目的、方
法、意義、守秘義務、研究への協力および調査拒
否が可能であること等を説明し、研究への協力の
承諾を得た。保護者へは、無記名での回答であるこ
と、得られたデータは研究の目的以外に使用しない
こと、本調査への回答は自由意志であること等を書
いた依頼用紙を調査票につけて、園から配布しても
らった。調査票の回収では封筒に入れて園に持参し
てもらい、プライバシーの保護に努めた。なお、園
への調査票の持参をもって調査協力の受諾とした。

結　　果

１．父母の状況

　父親と母親の状況を表１に示した。父親、母親の
平均年齢はそれぞれ 35.6± 6.1歳、33.3± 4.1歳で、

表１ 父親と母親の状況
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父親は「会社員」が 110人（75.9%）、母親は「パー
トタイム」が 63人（43.4%）と多かった。自覚的
健康状態は父親、母親ともに「よい」がそれぞれ
77人（53.1%）、68人（46.9%）と多く、「よい」と
「まあよい」をあわせるとそれぞれ 130人（91.0%）、
135人（93.1%）であった。
　家族構成は核家族が 124人（85.5%）と多く、平
均子ども数は 2.0± 0.7人、子どもの平均年齢は長
子が 6.1± 3.2歳、末子が 2.9± 1.9歳であった。

２．育児に対する意識・評価

　育児に全く関わっていない父親は自身の回答では
2人（1.4%）、母親の回答では 4人（2.8%）と少数
であった。
　育児に関する意識・評価を表２に示す。仕事と育
児への関わり方をみると、父親は自身、母親に対し
てともに「仕事と育児と同様に関わるべき」がそれ
ぞれ 106人（73.6%）、76人（52.4%）と多かったが、
それに次いで多かったのは、自身は「仕事を優先す
べき」29人（20.1%）、母親に対しては「育児を優

先すべき」65人（44.8%）であった。母親では、自
身は「育児を優先すべき」が 86人（59.3%）と多かっ
たが、父親に対しては「仕事と育児を同様に関わる
べき」114人（78.6%）となっていた。
　育児への関わり方に対する評価についてみると、
育児に関わる時間では、父親は自身を「やや不十分」
と考えている者が 77人（53.1%）、母親に対しては
「十分」が 59人（40.7%）と多かった。母親は自身
を「まあ十分」が 62人（42.8%）、父親に対しては
「やや不十分」が 62人（42.8%）と多くなっていた。
育児に対する熱意では、父親、母親ともに自身、配
偶者に対して「まあ十分」が半数前後と多くなって
いた。
　親としての自己評価得点の平均値をみると、父親
自身は 59.4± 16.9点、父親からみた母親は 81.0±
17.2点、母親自身 64.2± 15.6点、母親からみた父
親 67.6± 19.1点であった ｡ 自己評価得点の平均値
と配偶者からの評価得点の間では有意な差が認めら
れ（ｐ＜ 0.01～ 0.001）、自己評価得点と配偶者か
らの評価得点の差をみると、自己評価より配偶者か
らの評価の方が高い者が、父親、母親ともに 80人
（56.6%）、106人（75.2%）と多くなっていた。

３．日常生活でのストレスの状況

　日常生活でのストレスの有無を図１に示した。日
常生活でのストレスが「よくある」と「時々ある」
をたしてみた場合、割合が 50％を超えていた項目
は、父親では「仕事が思うようにいかない」97人
（66.9%）、「自分の時間が持てない」86人（59.3%）、
母親では「自分の時間が持てない」94人（64.8%）、「家
事の負担が大きい」86人（59.3%）、「育児が思うよ
うにいかない」80人（55.6%）であった。
　父親と母親の比較では、父親の割合の方が有意に
高かった項目は「仕事が思うようにいかない」の 1
項目のみであった（ｐ＜ 0.01）。母親の方が高かっ
た項目は、「育児が思うようにいかない」、「親とし
ての自信が不足している」、「家事の負担が大きい」、
「配偶者との会話が不足している」、「配偶者の家族
との付合いが負担である」、「仕事と家庭の両立が負
担である」であった（p<0.01～ 0.001）。

表２　育児への係わり方に対する意識・評価



保育園児をもつ親のストレスと抑うつ症状の検討

14

岡本

15

４．抑うつ症状

１）SDS得点の状況

　SDS得点の平均は、父親が 39.3± 6.9点、母親
が 42.8± 6.7点であった。SDS得点は多くの研究
で 20～ 39点を正常、40～ 47点を抑うつ軽度、48
～ 55点を抑うつ中等度、56点以上を抑うつ重度と
判定している８）。39点以下の正常は父親 73人
（50.3%）、母親 50人（34.5%）、抑うつ軽度はそれ
ぞれ 56人（38.6%）、62人（42.8%）、抑うつ中等度
は 14人（9.7％）、27人（18.6%）、抑うつ重度は 2
人（1.4%）、6人（4.1%）であった。

２）SDS得点に影響する要因

　SDS得点に影響する要因を明らかにするために、
SDS得点を従属変数とし、日常生活でのストレス
の各項目、育児に対する意識、親としての評価得点
を独立変数としてステップワイズ法で重回帰分析を

行った。父親に関しての結果を表３に示した。父親
では日常生活でのストレスのうち、「家事が負担で
ある」、「育児が思うようにいかない」、「仕事が思う
ようにいかない」、育児に対する意識・評価のうち
父親自身の「育児に対する熱意」の有意な変数が確
認された（p<0.05～0.001）。なお、投入された全て
の独立変数の従属変数「父親の SDS得点」に対す
る説明率は 35.2％であった。一方母親では、表４に
示すとおり、日常生活でのストレスのうち「親とし
ての自信が持てない」、「夫の家族との付合いが負担
である」、「近所との付合いが負担である」、「仕事と
家庭の両立が負担である」、育児に対する意識・評
価のうち母親自身の親としての評価得点、母親自身
の「育児に対する熱意」の有意な変数が確認された
（p<0.05～0.001）。なお、投入された全ての独立変
数の従属変数「母親の SDS得点」に対する説明率
は 47.0％であった。

図１　父母別にみた日常生活でのストレス　（「よくある」、「時々ある」者の割合）

表３　父親の抑うつ得点に関連する要因 表４　母親の抑うつ得点に関連する要因
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考　　察

１．育児に対する評価

　ほとんどの父親は何らかの育児行為に係わってい
た。しかし、育児に対する熱意を「十分」、「まあ十分」
と考えている父親は 64%であったにもかかわらず、
時間が「不十分」、「やや不十分」と考えている者は
72%と多く、また親としての自己評価の平均点も
59点と決して高い得点ではなく、育児参加に対す
る父親の自己評価は高いとはいえない。残業が「よ
くある」父親は 63%と多く、帰宅時間が遅いほど
育児参加が十分でないという報告もあり12）、13）、育児
に十分係われていないのかもしれない。自分をどの
ように評価するのかは、生活のあらゆる面で考え方
や行動に大きな影響を与え14）、親としての自分に対
する見方や判断は育児への取り組みへも大きく関係
していくと考え、父親として自身の評価を高めるた
めの支援が必要である。母親からみた場合、父親の
育児に係わる時間は「やや不十分」が 43％と多いが、
父親の親としての得点は 68点と父親自身の評価よ
り有意に高く、父親より高く点をつけている母親は
56%と半数を超えていた。仕事が忙しいのに育児
をよくしていると考えているのかもしれない。
　母親に関しても、自身の自己評価得点よりも父親
からの評価の方がよい者が 75%を占めていた。日
本人独特の謙虚さから自分自身を低く評価している
とも解釈できるが、父親、母親ともに相手の育児へ
の関わり方を評価している者が多いといえる。夫婦
間でパートナーの育児に対する評価を積極的に表現
していくことがお互いの理解を深め、それがひいて
は精神的安定につながると考える。

２．日常生活でのストレスの状況

　日常生活でストレスを感じている項目に父親と母
親で違いがみられた。対象の特徴は異なるが母親を
対象とした調査１）～４）や父親を対象とした調査６）と
同様の結果であり、父親では「仕事」、「時間」、「家
計」、母親では「時間」、「家事の負担」、「育児」の
割合が高くなっていた。父親と母親を比べてみると
唯一父親の方の割合が高かったのは「仕事」で、母
親の方が高かったのは「育児・家事の負担」、「夫の

家族・近所との付合い」や「仕事と家庭の両立」等
であった。
　父親に関しては、育児に全く係わっていない父親
は数％にすぎず、父親は何らかの育児行為に係わっ
ていたが、係わり方を不十分と考えている父親が半
数を超えていた。他の報告でも子どもにもっと接し
たいのにできないと考えている父親が増えていると
指摘されており15）、本調査も同様の結果であった。
しかし、育児に関してのストレスは母親に比べて低
いといえる。30、40歳代を中心に長時間労働やメ
ンタルヘルスが問題視されている16）、17）が、本調査
の父親も同様に仕事や主たる生計者として家計に関
する負担の方が大きいことがうかがえる。
　一方、母親では仕事をしながら育児を行っている
ため、仕事と育児、家事の両立の大変さや家庭生活
に関するストレスが高いと考えられる。育児と仕事
に同様に係わるべきと回答した父親が 7割を超え、
ほとんどの父親が育児に参加はしているが、現実的
には育児、家事に対する精神的負担が母親にかかっ
ていると推察される。

３．抑うつ状態の傾向

　Zung自己評価式抑うつ尺度は、健康な集団にお
いても抑うつ状態を測定する妥当な尺度として、育
児中の親や労働者、高齢者等の広い対象に対して用
いられている。健康な集団での抑うつ症状は必ずし
も精神障害の存在やその発生の徴候を示すものでは
ないが、精神的健康状態の指標のひとつと考えられ
ている８）。
　父親と母親を比較した場合、SDS得点の平均値
は父親が 39.3点、母親が 42.8点と母親の方が高く、
女性の方が高いという一般的傾向と同様であった10）。
対象の特徴が異なるので詳細な比較検討はできない
が他の調査結果と比べてみると、母親の SDS得点
の平均値は、同じく保育園に通う子どもの親や３歳
児を持つ母親の 39点１）、３）よりも高く、本調査の母
親の SDS得点は高い傾向であった。一方父親に関
しては、１歳６か月児をもつ父親を対象とした調査
の 40点６）、労働者を対象とした 39点９）とほぼ同じ
得点であった。また、抑うつ状態を判定する場合の
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カットオフ点といわれている 48点18）で本調査の結
果をみると、父親は 11％、母親は 23％が病的な抑
うつ状態となる。この結果を先行研究の結果と比較
してみると、父親は同じ傾向であったが、母親は本
対象の方が多いという結果であった。父親も 1割の
者が病的な抑うつ状態と判定できるが、母親は
１/４弱にのぼり抑うつ症状を有する割合は高いと
いえる。
　SDS得点を従属変数として重回帰分析を行った
結果、母親では親としてのあり様や夫の家族、近所
との付合いの負担感が抑うつ状態に大きな影響を与
えていた ｡ 育児は父親、母親が平等にかかわるべき
と考えているものが双方ともに多いが、現実的には
育児の中心的役割を担うのは母親であり、母親とし
ての自分のあり様が抑うつ状態に関連しているとい
える。また、家族・地域での係わりを中心的に担う
のは女性である場合が多いため、その負担感も関連
しているのであろう ｡ 一方父親では、日常生活でス
トレスを感じている割合の高い項目は「仕事」であっ
たが、抑うつ状態への影響は家事の負担の方が大き
くなっていた。父親として育児にかかわるべきと考
える父親は多く育児参加の割合は高いが、家庭生活
の中で家事にかかわっている割合は低いと報告され
ている15）。男性は一般的に家事が不慣れなため家事
への関わりへの負担感が父親の抑うつ状態に影響し
ていると考える。
　以上より、父親と母親でストレスや抑うつ状態の
状況および抑うつ状態へ影響を及ぼす要因が異なっ
ていることが明らかとなった。育児は夫婦が協力し
て行っていくものであるが、それぞれに負担感やス
トレスを抱きながら生活しているのであり、父親、
母親の状況に応じた支援が必要と考える。

ま　と　め

　保育園に通う子どもをもつ父親、母親を対象とし
て、Zung自己評価式抑うつ尺度（SDS）を用いて、
抑うつ状態および日常生活でのストレスや育児に対
する評価について調査を行った。その結果、以下の
点が明らかになった。
１．親としての自己評価得点の平均点は父親自身の

得点が有意に低く、父親、母親ともに自己評価よ
り配偶者からの評価の方が高かった ｡
２．日常生活でのストレスを比較してみると、父親
が有意に高かった項目は「仕事」のみであったが、
母親が高かったのは「育児」、「親としての自信の
不足」、「家事の負担」、「配偶者との会話不足」、「配
偶者の家族との付合いの負担」、「仕事と家庭の両
立の負担」であった。 
３．SDS得点の平均点は、父親よりも母親の方が
高かった。
４．SDS得点へ影響する有意な要因として、父親
では日常生活でのストレスのうち「家事の負担」、
「育児」、「仕事」、育児への評価のうち父親自身の
「育児に対する熱意」が、母親では「親としての
自信」、「夫の家族や近所との付合いの負担」、「仕
事と家庭の両立の負担」、母親自身の親としての
評価得点、母親自身の「育児に対する熱意」が認
められた。 
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Abstract

The objective of the present study was to assess 

depressive symptoms, stress in daily life, and evaluations 

regarding childrearing among fathers and mothers of 

nursery school children. Depressive state was assessed 

by the Zung self-rating depression scale（SDS）. The 

following results were obtained:

1. Comparison of stress in daily life between fathers 

and mothers revealed that fathers had relatively 

greater stress for stress related to work, while mothers 

had relatively greater stress for stress related to 

childrearing and housework, burden of interacting with 

the husband's family and neighbors, and burden of 

balancing work and family.

2. Mean score of evaluation as parents was the lowest 

for self-evaluation by fathers. In addition, both fathers 

and mothers were evaluated more favorably by their 
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spouses than by themselves.

3. Mean SDS score was higher among mothers than 

fathers.

4. Stress factors that affected SDS scores were burden 

of housework, childrearing, and work for fathers and 

confidence as parents, burden of interacting with 

the husband's family and neighbors, and burden of 

balancing work and family for mothers.
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